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SEEMP / DCS / CII概要

IMO Operational Measures（2012～）

SEEMP Part I
対象船：400GT以上の国際航海を行う船舶

DCS 燃料使用量報告（2019～）

IMO DCS & SEEMP Part II
対象船：5,000GT以上の国際航海を行う船舶

CII & SEEMP Part III
対象船：5,000GT以上の国際航海を行う船舶
かつEEDI/EEXI 適用船種（BC, Tanker, etc.)

CII レーティング（2023～）



• 発効日：2018年3月1日

• 適用：5,000GT以上の国際航海に従事する船舶

• 報告対象期間：calendar year（1月1日～12月31日）

• 要求事項：

1. データ収集及び報告手順に関する計画書（DCP: Data Collection Plan）
のSEEMPへの記載（2018年中）

2. 本船でのデータ収集（2019年からスタート）

3. 収集したデータの旗国/ROへの報告

4. 報告されたデータの認証

5. 認証後に発行される適合証書の保持及びデータの保管

→ ClassNKテクニカルインフォメーション（TEC-1139）にて
IMO DCS規則概要及び施行に際しての関連手続きに関する情報を提供
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IMO DCS 規則概要



Flag State / RO
会社/本船
Data Collection

• 旗国/ROへのデータ提出*（暦年年間値）
• 報告データ

– IMO番号
– 船舶の技術的諸元
– 燃料毎の燃料消費量
– 航海距離
– 航海時間 （実貨物関連データは不要）

Ship fuel oil consumption database*

• 報告された年間データを集計
• MEPCに報告

• 5,000GT以上の船舶を対象
• SEEMP*を改訂し，データ収集方法等を記載

報告

SEEMP

Part II作成
データ収集（12か月）

計算

データ収集（12か月）

計算

データ収集（12か月）

認証 認証

3月末まで SOC SOC

集計・MEPC報告 集計・MEPC報告IMO

報告 報告

旗国主管庁 / RO

• 年間データを受領・認証*

• SOCの発行

確認旗国（RO） 5月末まで

（SOC発行後1ヶ月以内）（SOC発行後1ヶ月以内）

3月末まで

5月末まで

*SEEMPガイドライン決議MEPC.282(70) 

*データ管理ガイドライン決議MEPC.293(71) 

*データ認証ガイドライン決議MEPC.292(71) 

会社/本船 2019                                       2020                                            2021

（繰返し）

COC
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IMO DCS 規制枠組み概要



CII 規則の概要

CII 格付け（5,000GT以上 / EEDI 適用船種）

◼ 適用日： 2023年のIMO DCSデータの認証から格付
け開始（認証は2024年より実施）

◼ 各船を CII 計算ガイドライン(G1)に基づき CII 計算
値を算出

◼ CII計算値は補正係数ガイドライン(G5)で補正が認
められる

◼ CII 基準値ガイドライン(G2) 、削減率ガイドライン
(G3) 、 閾値ガイドライン(G4)に基づき、各船の CII

値及び “A” – “E” の格付けを行い、CII 計算値と格
付けを IMO DCS の SOC 上へ追記

◼ 低格付け船（“E” 又は 3年連続 ”D”）の場合、 改善
計画を作成し、旗国もしくは RO の承認を取得（ペナ
ルティ無し）
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船 種 計算方法 備 考

ばら積み貨物船

タンカー

コンテナ船

ガス船（LPG/CNG) 

LNG 船

一般貨物船

冷凍運搬船

兼用船

CO2排出量

DWT ×航海距離

Deadweight : 

夏期最大満載喫水

= IEE 証書 Supplementの値

クルーズ船

自動車運搬船

RoRo 貨物船

RO-PAX フェリー

CO2排出量

総トン数 ×航海距離

Point : IMO DCS で収集済みデータのみで計算可能（補正係数を除く（後述））

◼ 各船の CII 計算値（Attained CII）を算出

CII 計算値
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CII リファレンスライン（1/2）

2019年 IMO DCS レポートデータ

Reference Line（2019年平均値）

A
E

R

DWT
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船 種 積載量 a c

Bulk Carrier DWT ≥ 279,000 279,000 4745 0.622

DWT < 279,000 DWT 4745 0.622

Gas Carrier DWT ≥ 65,000 DWT 14405E+7 2.071

DWT < 65,000 DWT 8104 0.639

Tanker DWT 5247 0.610

Container ship DWT 1984 0.489

General cargo ship DWT ≥ 20,000 DWT 31948 0.792

DWT < 20,000 DWT 588 0.3885

Refrigerated cargo carrier DWT 4600 0.557

Combination carrier DWT 5119 0.622

LNG Carrier DWT ≥ 100,000 DWT 9.827 0

100,000 > DWT ≥ 65,000 DWT 14479E+10 2.673

DWT < 65,000 65,000 14479E+10 2.673

Ro-ro cargo ship (VC) GT ≥ 57,700 57,700 3627 0.590

57,700 > GT ≥ 30,000 GT 3627 0.590

GT < 30,000 GT 330 0.329

Ro-ro cargo ship GT 1967 0.485

Ro-ro passenger ship Ro-ro passenger ship GT 2023 0.460

High-speed craft GT 4196 0.460

Cruise passenger ship GT 930 0.383

𝐶𝐼𝐼 𝑟𝑒𝑓 = 𝑎 𝐶𝑎𝑝𝑎𝑐𝑖𝑡𝑦 -C Point : 船種及び DWT（もしくはGT）のみで決定

CII リファレンスライン（2/2）
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𝐶𝐼𝐼基準値 =
100 − 𝑍

100
𝐶𝐼𝐼𝑅𝑒𝑓

年 削減率（Z）

2023 5%

2024 7%

2025 9%

2026 11%

2027 **

2028 **

2029 **

2030 **

削減率（Z%）は 2019年における船種ごとの CII 平均値（リファレンスライン）からの
削減率を示す

• 削減率（Z%）は2023年より適用開始さ
れ、毎年 2%ずつ加算される。

• 2027-2030年の削減率（Z%）について
は、短期対策のレビューを考慮し、更
に強化される見込み。

年ごとの削減率（2019年比）

CII 基準値（1/2）
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2019年 IMO DCS レポートデータ

Reference Line（2019年平均値）

2023 CII 基準値（削減率 5%）
2026 CII 基準値（削減率 11%）

A
E

R

DWT

CII 基準値（2/2）
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Ｃ

B

A

D

E

CII リファレンスライン

CII 基準値

削減率（Z%）

d1

d2

d3

d4

CII レーティング

船種ごとのレーティング閾値
Ship type d1 d2 d3 d4

Bulk Carrier 0.86 0.94 1.06 1.18

Gas Carrier >=65,000DWT 0.81 0.91 1.12 1.44

<65,000DWT 0.85 0.95 1.06 1.25

Tanker 0.82 0.93 1.08 1.28

Container ship 0.83 0.94 1.07 1.19

General cargo ship  0.83 0.94 1.06 1.19

Refrigerated cargo carrier 0.78 0.91 1.07 1.20

Combination carrier  0.87 0.96 1.06 1.14

LNG Carrier    >= 100,000DWT 0.89 0.98 1.06 1.13

<100000DWT 0.78 0.92 1.10 1.37

Ro-ro cargo ship (VC)  0.86 0.94 1.06 1.16

Ro-ro cargo ship  0.76 0.89 1.08 1.27

Ro-ro passenger ship  0.76 0.92 1.14 1.30

Cruise passenger ship 0.87 0.95 1.06 1.16

CII 計算値

CII レーティング
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CII 計算値と基準値の例

本船の CII 計算値

本船の CII 基準値（削減率 Z%）

A
E

R

DWT
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本船の CII 計算値

本船の CII 基準値（削減率 Z%）

Ｃ

B

A

D

E

d1

d2

d3

d4

A
E

R

DWT

CII 計算値と基準値の例
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項 目

船種 Bulk Carrier

Deadweight 62,000

Gross tonnage 33,000

航海距離 （NM） 60,045

CO2排出量 （ton） 17,447

Attained CII （G1） 4.687

a （G2） 4,745

c （G2） 0.622

CII ref. （G2） 4.959

Required CII （G3, 2023） 4.711

Attained CII

/ Required CII
0.99

格付け（2023） C

Attained CII (g/ton mile) 

= 
17447 (𝑡𝑜𝑛)×106

62000×60045 (𝑡𝑜𝑛∙ 𝑚𝑖𝑙𝑒)
= 4.687

CII ref = 4745 × 62000−0.622 = 4.959

CII基準値 = 4.959 ×
100−5

100
= 4.711 (2023:−5%)

𝐶𝐼𝐼計算値

𝐶𝐼𝐼基準値
=

4.687

4.711
= 0.99

これらのデータは IMO DCS 燃費報告より
（2023年より開始）

格付け （2023年の削減率）

CII 計算例

0.94 < 0.99 < 1.06
=d2 <0.99 < d3 
→ C
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項 目

船種 Bulk Carrier

Deadweight 62,000

Gross tonnage 33,000

航海距離 （NM） 60,045

CO2排出量 （ton） 17,447

Attained CII （G1） 4.687

a （G2） 4,745

c （G2） 0.622

CII ref. （G2） 4.959

報告年度 削減率（%） Required CII 格付け

2023 5 4.711 C

2024 7 4.612 C

2025 9 4.512 C

2026 11 4.413 D

本船の排出スコアが同様の場合
格付けは年ごとに悪化

削減率の影響
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CII 補正係数

 𝐶𝐹𝑗 ⋅  𝐹𝐶𝑗 −  𝐹𝐶𝑣𝑜𝑦𝑎𝑔𝑒 ,𝑗 +  𝐹 + (0.75 − 0.03𝑦𝑖) ∙   𝐹𝐶𝑒𝑙𝑒𝑐𝑡𝑟𝑖𝑐𝑎𝑙 ,𝑗 + 𝐹𝐶𝑏𝑜𝑖𝑙𝑒𝑟 ,𝑗 +  𝐹𝐶𝑜𝑡ℎ𝑒𝑟𝑠 ,𝑗    𝑗

𝑓𝑖 ⋅ 𝑓𝑚 ⋅ 𝑓𝑐 ⋅ 𝑓𝑖𝑉𝑆𝐸 ⋅ 𝐶𝑎𝑝𝑎𝑐𝑖𝑡𝑦 ⋅ (𝐷𝑡 − 𝐷𝑥 
 Attained CII =

1. 船種ごとの補正係数

以下の船種は各種補正係数を適用し、CII計算における燃料消費量の補正が
可能
・Shuttle tanker/STS(Ship-to-ship) voyages on tanker： 自動船位保持やSTS時の消費量等を除外

・Tanker： 貨物のヒーティング、カーゴポンプでの消費量を除外
・LNG carrier, Gas carrier： 貨物冷却、再液化での消費量を除外
・冷凍コンテナを搭載する船（Container ship, General cargo ship等）：コンテナ冷却での消費量を除外

2. Cargo capacity、追加の構造補強に対する補正係数
以下の船種はEEDIと同様に、分母のcapacity部分の補正が可能
・Ice-classed ship
・Chemical tanker
・Self-unloading bulk



17

 𝐶𝐹𝑗 ⋅  𝐹𝐶𝑗 −  𝐹𝐶𝑣𝑜𝑦𝑎𝑔𝑒 ,𝑗 +  𝐹𝑗 + (0.75 − 0.03𝑦𝑖) ∙   𝐹𝐶𝑒𝑙𝑒𝑐𝑡𝑟𝑖𝑐𝑎𝑙 ,𝑗 + 𝐹𝐶𝑏𝑜𝑖𝑙𝑒𝑟 ,𝑗 +  𝐹𝐶𝑜𝑡ℎ𝑒𝑟𝑠 ,𝑗    𝑗

𝑓𝑖 ⋅ 𝑓𝑚 ⋅ 𝑓𝑐 ⋅ 𝑓𝑖𝑉𝑆𝐸 ⋅ 𝐶𝑎𝑝𝑎𝑐𝑖𝑡𝑦 ⋅ (𝐷𝑡 − 𝐷𝑥 
 Attained CII =

3. 航海の除外（Voyage adjustment)

以下に該当する航海は CII 計算から燃料消費量および航行距離を除外してよ
い

• MARPOL Annex VI Reg. 3.1に規定される安全確保または人命救助のため
の措置

• アイスクラス船による氷海域内の航海

CII 補正係数
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Contents of SEEMP Part III
1. 見直し・改訂の記録
2. 船舶要目、向こう3年間のCII基準値
3. CIIの計算方法
4. 向こう3年間のCII基準値を達成するため

の実施計画
5. 自己評価及び改善に関する手順
6. 改善計画（Corrective actions plan）

*適用になる場合に作成＝低格付け船
（“E” 又は 3年連続 ”D”）の場合に作成し、
旗国もしくは RO の承認を取得

✓ 既存船は2022年中に承認が必要
✓ 新造船は完工までに承認が必要
✓ 3年毎にSEEMP Part IIIを更新、再承認

・顧客向けに標準テンプレートを用意

・ClassNK MRV Portalで作成、申請、承認

SEEMP Part III（Ship Operational Carbon Intensity Plan）
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DCS/CII/SEEMP Part III施行の流れ

*初回は、新造船建造時又は会社変更などで、新しくSEEMP Part II及びPart IIIを作成する場合を指す。
**CII格付けがE又は3年連続Dの場合、改善計画をSEEMP Part IIIに含めて、再承認後にSOC発行。
***旗国の代行権限に基づきNKが直接IMOに提出する、もしくは、主管庁に提出する。



NKの対応について
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・ FOC
・ Cargo
・ Distance
・ Time 
・ ……

2018 2019 2020 2021

ER

DCS
report

EU MRV

IMO DCSClassNK MRV Portal

ER ER ER

DCS
report

DCS
report

Ship DC 
Database

◼ IMODCS 及び EU MRV 認証のために、本船や第三者ソフトから燃料使用量等
のデータを送信し、Web 上で管理

◼ 年間レポート（EU MRV ER 及び IMODCS Annual report）の作成提出、認証

◼ SEEMPの申請、承認

ClassNK MRV Portal
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◼ CII 格付けが IMO DCS 年間報告書へ追加される。

◼ MRV Portal上で改善計画を作成

CII

Attained CII 6.17

Required CII 7.23

CII 格付け(2023) B

IMO DCS 年間報告書 CII 結果

• 実施する改善処置を一覧（最適航路, 

Just in time, プロペラクリーニング等）か
ら選択

• 改善計画を容易に作成できるよう
サポート

改善計画
（格付け “E” 又は 3年連続 “D”）

CII計算を ClassNK MRV Portal へ追加
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◼ CII のレーティングが E （もしく 3年連続 D）の場合？

規則要求 ： 改善計画の提出・承認→ ClassNK MRV Portal で作成

◼ Attained CII を下げるには？

Attained CII =
Fuel Consumption×𝐶𝑎𝑟𝑏𝑜𝑛 𝑓𝑎𝑐𝑡𝑜𝑟

𝐷𝑒𝑎𝑑𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡 𝑜𝑟 𝐺𝑇 ×𝐷𝑖𝑠𝑡𝑎𝑛𝑐𝑒 𝑠𝑎𝑖𝑙𝑒𝑑
[g/(ton ∙ 𝑚𝑖𝑙𝑒)]

手 段 コスト 効果 問題、考慮点

ゼロエミ燃料 超高 超高
研究・技術開発、実証、関連規則、
燃料供給体制

LNG 燃料 中 中 燃料供給体制

低摩擦塗料や省エネデバイス
等のハードの改善

中
低

（個船次第）
改善の余地があるか事前検討が重
要

ウェザールーティングや
Just in time 等のソフトの改善

低
低

（個船次第）
改善の余地があるか事前検討が重
要

減速運航
（船隊レベルの最適化）

低 中 現状から更なる減速が可能か？

運航結果の分析と費用対効果の検討が重要

低レーティング時の改善
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ClassNK ZETA (Zero Emission Transition Accelerator)- NEW RELEASE

➢MRV-Portalと連動したCO2排出量データ利活用のためのプラットフォーム

➢個船やフリート全体のCO2排出量のモニタリング及びシミュレーション機能
を搭載

➢ポセイドン原則やSea Cargo Charter等のGHG関連の世界的な枠組みに基
づく報告にも活用できる総合的なデータ管理プラットフォーム（開発中）
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ClassNK ZETA
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• フリートのCII、CO2排出量をリアルタイムで表示、年間の推定結果を表示

• 減速運航や省エネ付加物導入、使用燃料転換によるCO2排出量、CIIの変化を
シミュレーション機能

• CIIベンチマーク機能

ClassNK ZETA



◼ CII計算シート（Excel）を NK ウェブサイトに公開

◼ IMO 情報の更新に応じ、SEEMP 改訂に関わるサポート情報を提供

CII 計算シート IMO DCS / SEEMP 情報

https://www.classnk.or.jp/hp/ja/activities/statutory/seemp/index.html

NK ホームページでの情報提供
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https://www.classnk.or.jp/hp/ja/activities/statutory/seemp/index.html
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お問合せ窓口

一般財団法人日本海事協会

GHG部DCS部門

〒102-8567 東京都千代田区紀尾井町4番7号
管理センター

TEL: 03-5226-3025

FAX: 03-5226-3026

E-mail: dcs@classnk.or.jp


